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2021 年６月 29 日 

各  位 

 
会 社 名 株 式 会 社 免 疫 生 物 研 究 所 

 （コード番号：4570） 
本店所在地 群馬県藤岡市中字東田 1091 番地１ 
代 表 者 代表取締役社長 清 藤  勉 
問 合 せ 先 常務取締役事業グループ管理本部長 中 川 正 人 
電 話 番 号 0274-22-2889（代表） 
Ｕ Ｒ Ｌ https://www.ibl-japan.co.jp 

 

完全子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2021年11月１日を合併効力発生日とし

て、当社の完全子会社である株式会社スカイライト・バイオテックを吸収合併

（以下「本合併」）することを決議しましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・

内容を一部省略して開示しております。 

 

1．吸収合併の目的 

当社は、２０２２年３月期第２四半期より報告セグメントの変更（2021年５月

14日公表「報告セグメントの変更に関するお知らせ」参照）を行いますが、報告

セグメントの変更に伴い、取引先の類似性や関連性を鑑み、販売体制や経営資源

の共有化を図り、事業運営のスピード化や効率化を推進するために本合併を行

います。 

 

2．合併の要旨 

（1）合併の日程 

合併契約取締役会決議日 2021年６月29日 

合併契約締結日  2021年６月29日 

合併予定日（効力発生日） 2021年11月１日（予定） 

 

※本合併は、当社においては会社法第796条第2項に基づく簡易吸収合併

であり、株式会社スカイライト・バイオテックにおいては会社法第784条

第1項に定める略式合併であるため、いずれも合併契約承認に関する株

主総会は開催いたしません。 

 

（2）合併方式 

当社を吸収合併存続会社とする吸収合併方式で、株式会社スカイライト・

バイオテックは解散いたします。 
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（3）合併に係る割当の内容 

当社の完全子会社との合併であるため、本合併による新株の発行および

合併交付金の支払いはありません。 

 

（4）消滅会社の新株予約権および新株予約権付負債に関する取り扱い 

該当事項はありません。 

 

3．合併当事会社の概要 

 存続会社 消滅会社 

(１)商号 株式会社免疫生物研究所 株式会社スカイライト・バ

イオテック 

(２)所在地 群馬県藤岡市中字東田

1091番地1 

秋田県秋田市飯島字砂田

100-4 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 

清藤 勉 

代表取締役会長 

清藤 勉 

(４)事業内容 抗体を用いた研究用試薬

及び医薬部外品の開発・製

造及び販売 

血中脂質の詳細検査サー

ビス及び生活習慣病関連

検査事業 

(５)資本金 

（2021年３月31日現在） 
3,029,041千円 58,777千円 

(６)設立年月日 1982年9月9日 2002年8月28日 

(７)発行済株式数 9,314,590株 22,656株 

(８)決算期 3月31日 3月31日 

(９)大株主及び持株比率 

（2021年３月31日時点） 

清藤 勉      12.07% 

株式会社トランスジェニック 

                2.20% 

岩井化学薬品株式会社 

         2.15% 

BARATI RAHIM      2.15% 

株式会社ＳＢＩ証券1.90% 

楽天証券株式会社  1.77% 

中沢和美          1.12% 

株式会社東和銀行  1.07% 

根岸  徹          0.94% 

松井証券株式会社  0.93% 

株式会社免疫生物研究所 

        100.00% 
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(10)直前会計年度の財政状態及び経営成績 

 純資産 1,845,193千円 45,435千円 

 総資産 1,962,901千円 96,914千円 

 １株当たり純資産 197円88銭 2,005円46銭 

 売上高 531,820千円 75,920千円 

 営業損失（△） △216,890千円 △11,233千円 

 経常損失（△） △196,675千円 △8,392千円 

 当期純損失（△） △219,107千円 △8,775千円 

 １株当たり当期純損失（△） △23円52銭 △387円31銭 

 

4．合併後の状況 

 本合併後、当社の名称、所在地、代表の役職・氏名、事業内容、資本金および

決算期に変更はありません。 

 

5．業績に与える影響 

 本合併は完全子会社との合併であるため、連結業績への影響は軽微です。 

 

以上 


